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新道路技術会議
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次世代地域モビリティ（Ngrm）研究会

２

自動運転と道の駅を活用した生産空間を支える
新たな道路交通施 策に関する研究

○北海道の農林水産業・観光業を担う「生産空
間」では、人口減少によって公共交通や物流の
維持が著しく困難化している。
○本研究 は、「生産空間」に住み続けられる道
路交通環境を目指し、自動運転や道の駅の活
用の実装を含む道路交通施策のあり方につい
て研究開発を行うことで、同様の問題に苦しむ
全国他地域への貢献を 目指す。

○室蘭工業大学 准教授 有村幹治

東京大学 教授 羽藤英二

北海道大学 教授 萩原亨

北見工業大学 教授 髙橋清

北海道大学 准教授 岸邦宏
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南十勝地域における将来構想

３



平成30年12月7日（金）
Ｃ大人の修学旅行

南十勝プロジェクトプレ実験

４

平成30年12月8日（土）
Ｂワークショップツアー

10名の学生が参加 20名の住民が参加20名の住民が参加

生産空間を支える新たな交通の確立を目指し、南十勝エリアの広域的な公共交通サービスへのニーズを把握
し、十勝バス広尾線の高速化実証実験および域内バスとの接続により、生産空間から中核都市への移動利便
性を向上した際の地域住民の生活の質や定住意識の変化を明らかにする。


